
建築意匠／図面

単身世帯が増加する現代の日本では、
社会的孤立のリスクが高まっている。
多様な世帯構成の居住者が浮遊す
るように交流し、自然と他者との会話
が生まれるような場所が欲しい。住
戸を、内部と外部の環境を自由に変
化させることができる建築と考え、集
合住宅を形成する。
大都市のタワーマンションも、巨大で
立派な下駄箱住宅に過ぎない。家は
人と人のふれあいの場である。
地方都市にあふれる、畑と様々な家
がつくる広がりを立体的に組み立て、
田舎を都市に持ち込む。様々な大き
さの住戸を入れることで、多様な世帯
構成の住人がそこに集まる。それらの
住戸と、畑や遊具がある共有部を綾
をなすように配置することで、そこを
住人が鳥が浮遊するように歩き、その
中で、住人同士のコミュニティが形成
されていくだろう。この集合住宅を
きっかけに、内に閉じがちな現代人
の生活を開放し、社会的孤立のリス
クを払拭することを目指す。

多様な世帯構成のための集合住宅
鳥のように浮遊し、交流する

建築デザインコース
斎藤靖葉

建築意匠／ArchiCADパース

日本には多くの山が存在する。山々は
かつて里山として利用されることで、
生態系は維持されてきた。しかし、現
在では木材需要の低下から山から人
は離れ、管理されないことで緑は荒
れ果てている。そこで山に新たな拠点
を設けることで、再び山に若者を呼び
戻し、山を管理する人手を増やすべ
きだと考えた。敷地として富山県高岡
市にある二上山の谷型地形に焦点を
当て設計した。この建物は勉強や部
活動、課題、趣味といった若者の活
動のために貸し出す施設であり、谷
から尾根にかけて活動の積極度を上
げていくように用途を構成することで、
熱意が山の方向へと広がり、活動領
域がボランティアへとつながることを
期待している。また、山肌に沿って作
る自然の登山道（トラバース）と、中心
の核から広がる人工の登山道（ス
ロープ）が交わる形状とすることで、
山と建築を自由に行き来することが
でき、面白い空間を提案した。

山特有の地形を活かしたアウトドア複合施設

建築デザインコース
大鶴昌
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建築意匠／図面,パース

長野県中野市の上今井駅を対象敷
地とし多くの人が集える新たな地域
づくりの拠点を提案し、地元の賑わ
いを取り戻す。本設計では、駅という
拠点に再び人を呼び賑わいのある地
域づくりを目指し、新たな雇用の場・
学びの場・交流の場となる施設を提
案する。上今井駅は、本来パブリック
な場であるべきだが、無人駅で利用
者が限られており地域の拠点ではな
く空白地となっている。そこで、駅に併
設する企業のプライベートな施設を
設置し、関係する人が訪れる事を目
指す。これにより、駅周辺の人の往来
が増えパブリックとプライベートが混
在する新たな地域づくりの拠点がで
きるのではないかと考える。具体的に
は、中野市の特産品であるキノコを研
究製造する企業を誘致し、6次産業
化を駅の敷地を中心として展開する。
食の提供だけでなく、販売・見学でき
る場を設け、パブリックとプライベート
が交差する結節点として地域内外の
人が交流できる施設を提案する。

駅から広がる地域づくり
パブリックとプライベートの交差路

建築デザインコース
白鳥花純

意匠設計／図面、模型、３Dデータ

現代社会では人々が生き急いでおり、
自己と向き合えるような場所・空間が
あまりない。具体的な用途を満たすた
めにできている場所、あるいはその場
所で具体的な目的を達成することが
存在意義であるような場所ばかりで
ある。本来建築とは、人々がそこで
「未来を想う」場所なのではないだろ
うか。そこで建築自体が持つ神聖な
印象を与えるはたらきを用いることで、
「人の純粋な居場所」を「祈りの空
間」と称して提案しようと考えた。計
画敷地である富山駅前は、多くの人
が通行し路面電車の往来も盛んであ
る。駅前という立地を生かし、駅利用
客の来訪と、同時に建物に訪れる人
による駅前広場の活性化を促す。利
用者は年齢・信仰を問わず、それぞれ
の経験に基づいた様々な解釈の空間
体験ができるような設計を目指した。
宗教建築が持つ静けさ・非日常性を
再現するため、境界性を持たせなが
らも人を遠ざけないような工夫を考
え設計した。

現代人のための祈りの場

建築デザインコース
佐々木美玲
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建築デザイン／模型、パース、図面

少子化が問題となっている現代にお
いて、子育て支援は課題である。そし
て、子どもの遊び場を確保することも
支援の一つで、子ども向けのレクリ
エーション施設のニーズが一定数存
在しているのが現状である。親が安
心でき、天候にも左右されず子どもが
思いっきり遊べる場を作ることで、子
育て世代の拠点となる場所を作り、
子育て環境の改善につなげていきた
いと考えた。富山県でも子ども向けの
屋内施設に対する要望があり、魚津
市の新川文化ホール敷地内に子ども
向け屋内レクリエーション施設が整
備される検討会が行なわれていた。
その検討会にかけられた要望を参考
にしながら、子ども向けのレクリエー
ション施設を設計した。対象敷地は
富山県魚津市の新川文化ホールの
敷地内、既存の建物の南西側の芝生
広場となっている。屋内施設だけでな
く、屋外および既存の施設との連携
を考え提案している。

11880079

こども向けレクリエーション施設
既存の建物、屋外、新屋内施設のつながりを考えて

建築デザインコース
林奈津実

建築意匠／図面・パース

現代のオフィスは、一つの空間に人と
物を集約し、機能性や合理性を重視
した結果、その多くが周辺環境と切り
離された画一的な空間となってし
まった。さらに、新型コロナウイルスが
拡大・蔓延したことで、集約と効率を
求めた現代のオフィススタイルは感染
リスクを増大させた。こうした中で、リ
モートワークが普及し、ウィズコロナ
やポストコロナに対応する新しいワー
クスタイルが注目を集めている。
そこで本計画では、サテライトオフィ
スやワーケーションといった地方の
特性を活用した事例を参照しながら、
これまでは避けられてきた山間部や
過疎地域において、「余暇」と「労働」
を組み合わせた新たなオフィススタイ
ルの提案を行い、ワークスタイルの多
様性に寄与することを目的とする。

Work from Anywhere at Anytime
“仕事”と“余暇”の融合

建築デザインコース
谷橋俊彦
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建築、コミュニケーションデザイン／レシピカード、図面、模型／A5版、h600×w900×d900mm

情報化や自然災害、高齢化などの影
響で現代社会で頻繁に耳にするよう
になった「繋がり」という言葉。もとも
と物理的・非物理的な両面の意味が
ある言葉だが、急速に変化する社会
状況の中でその意味はより複雑に
なっているのではないだろうか。そん
な今だからこそ、曖昧なまま多様され
ている「繋がり」の建築的な意味を整
理することが必要だと感じる。
本研究では、住空間とまちが一対一
の関係にある戸建て住宅を対象に、
建築家のまちとの繋がりの設計思考
の一端を明らかにし、それをもとに

『繋がりのレシピ』を開発することを目
的とする。また、レシピは設計の際に
参照するだけでなく、建主との相互理
解を深める媒体として位置付け、それ
を用いた設計手法を提案する。

Connection Design Methods
『繋がりのレシピ』を用いた設計手法の提案

建築デザインコース
北島陽貴

建築デザイン̶リノベーション／図面・模型

現在、日本の多くの地域で空き家が
増加している。また、高岡では、日本海
側最大の規模と言われる高岡七夕ま
つりも規模の縮小、衰退の一歩をた
どっている。今回山町筋の旧病院建
物を祭に関する拠点としてリノベー
ションする。高岡七夕まつりには欠か
せない大きな笹竹飾りの竹を再利用
し、天の川をコンセプトに空間を構成。
ファサードは人々の交差点となること
を願い、竹の網を絡ませながら設置。
内部は壁・床・網を天の川に見立て、
構成。外部や蔵・渡廊下部は、かつて
高岡七夕まつりが子供の成長を願う
物であったことから、子供の成長を促
す場とした。町に住む人々が日常的に
訪れやすく、観光客の休憩や情報入
手の拠点とすることで、町や祭を知る
きっかけを生み出す。そうすることで、
町や祭の良さや欠点を知り、繋げ、
“誇り”を持つきっかけとする。

衰退する町と祭の復興
山町筋と高岡七夕まつりの場合

建築デザインコース
山田いずみ
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建築再生／フィールド調査／ドローイング、模型

日本の山間部の商店街は、深刻な過
疎問題に直面している。
本研究ではまず、日本各地の地方都
市の商店街や空き店舗の再生・リノ
ベーション事例を多数収集・分析し
た。さらにその中から、興味深い商店
街について詳細な分析を行い、その
結果、「スケール」「時間」「価値観」と
いう三つのキーワードが導かれた。
次に、その展開として、能登半島にあ
る輪島市三井町の旧三井駅前商店
街を舞台に、過去・現在・未来へと時
間をかけて、様々なスケールの提案を
行い、古くて新しい価値をもつリノ
ベーショ ンの提案を行った。
ここでは商店街を昔の繁栄に戻すこ
とを目指すのではなく、物々交換など
も行い、里山の価値観を継承し、地域
の価値を外へ売ってしまうのではな
く、地域住民が主体となるような提案
を試みた。

能登の里山集落の旧商店街へのしかけ
「時間」×「スケール」×「地域の価値観」をいかして

芸術文化学研究科
胥皓天

建築意匠／縮尺模型

〈de-concept-ion〉は、概念を生み出
す創造的思考の本質をジャック・デリ
ダの「差延」に倣い、概念性の可能性
として呈示した語である。conceptと
conceptionの関係は果てしなく続き、
それらの起源に到ることは決してな
いが、遡源する不安を甘受することに
よって「存在としての歴史」を理解す
ることが可能になる。また、〈de-con-
cept-ion〉に適合するように存在しな
いテクスト外へ向かう脱構築を
〈self-c-section〉として翻案した。そ
して、この思考を自身の脱構築設計
理論へと発展させたうえで、修士制
作「入滅の社」（納骨堂）の設計に取
り組んだ。「絶対者は推移である」と
いうデリダの記述から「推移」を建築
言語として抽出し、三角形の相似壁
を反復させるという方法によって推
移する空間を実現させている。

〈建築的起源へ〉の基礎概念
de-concept-ionとself-c-sectionについて

芸術文化学研究科
高橋智章
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建築デザインコース
建築構造

松本和磨

ネパールにおける組積造目地強化に関する研究
反応物質の化学的性質検証

研究の背景・目的

　2015年、ネパールで死者約9,000人の被害をもたらしたグ
ルカ地震は、建築的な被害も多く出した。特にネパール山間
部に多い組積造建築は、専門家が設計・施工に関わらないノ
ンエンジニアド建築が多く、耐久性が低い。そこで必要となる
組積造建築の耐震性において、目地が重要な役割を担ってい
ることに注目した。
　組積造建築において、耐震性を改善するにはいくつかの方
法があるが、本研究においては、目地の強度を改善することを
目的とし、ひいては組積造建築の耐震性を向上させることを目
的とする。

既往研究で判明していること

岩塩を添加することで最大応力度、最大ひずみ度が上昇
土：消石灰＝2：1が最適値であること
鉄分や酸化アルミニウムを加えても強度上昇は起きない
乾燥した土1000ｇほどに対して、水150～200ｇが適量である
酸化マグネシウムを土と石灰の重量の1割程度入れることであ
る程度強度が上昇

試験概要

　試験は試験体作成、乾燥、破壊試験の順序で進めた。試験
体は1種類の配合に対し3つの試験体を作成、乾燥期間は一
律約2ヶ月間を設け、その後に圧縮試験を実施した。

試験結果と考察

　今回行なった試験で圧縮応力度とひずみ度の関係を表した
グラフを以下に示す。図1左は茨城産赤土×岩塩の組み合わせ
で最も高い強度を示した試験体（茨城産赤土700g：石灰
350g：食塩30g：水150g）、図1右は熊本産赤土×岩塩の組み
合わせで最も高い強度を示した試験体（熊本産赤土700g：石
灰350g：岩塩30g：水200g）を示す。

　続いて添加物ごとの最大強度の推移について考察する。本
研究では岩塩、食塩、NaCl、KCｌについて試験を行なった。以

下に示す図2ではその添加物による強度変化を示す。図2から
分かるように岩塩、食塩、KCｌにおいて強度の上昇が見られた。

　次に、使用する赤土を変えて試験を行なった。以下の図3に
示すのは熊本産、沖縄産の赤土を使用して作成した試験体の
圧縮試験結果を従来の茨城産のものと比較しているグラフで
ある。図3から分かるように熊本産の赤土を使用すると岩塩な
しの場合でも高い強度を示し岩塩を添加することでより強度
が上昇する形となった。また沖縄産の赤土では岩塩の有無に
関わらず低い強度を示した。

化学分析結果

　本研究ではより正確で効率的な主要因の抽出をするため
化学的な分析を外部機関に依頼した。ここでは行なった分析
の中から、試料の断面形状を観察するSEM-EDXによる分析
の結果を示す。以下の図4は強度の低い結果となった沖縄産
赤土×岩塩なし試験体と、高い強度を示した熊本産赤土×岩
塩30ｇ試験体の分析結果の比較である。図4から分かるよう
に高強度の試験体は空隙が少なく、低強度の試験体は空隙
の多い結果となった。

　改良土は何らかの理由で土の密度が向上したことにより、
強度が上昇したものと考えられる。

［主要参考文献］
参考1）橋本麻友子／「組積造目地の強化に関する研究-ネ
パールの住宅を対象として-」／平成 30 年度卒業論文
参考2）市川靖菜／「ネパール組積造目地に関する研究-水分
量と反応物質の検証-」／令和 2 年度卒業論文

図1　圧縮強度とひずみ度のグラフ

図2　各添加物の強度推移のグラフ

図3　熊本産、沖縄産赤土使用試験体の強度推移グラフ

図4　SEM-EDXによる分析結果
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都市デザイン-地域再生計画／図面・模型／h240×w1670×d900mm

　ここ数年、観光客入込数が増加傾
向にある富山県は、石川県と比較し
た際、主要観光地の数に大差はなく
観光資源も劣らない。しかし、主要観
光地の配置に着目すると、石川県の
主要観光地は金沢に集中しているが
富山県の主要観光地は離散している
ことが分かる。距離のある主要観光
地間に繋ぎとなるスポットを配置し  
複数の観光施設のバランスを調整す
ることで観光の連続性とダイナミズム
を確立できると考える。
　立山連峰は富山県のランドマーク
であり、街からも見ることのできるそ
の景観は県の強みである。また、県内
には5つの一級河川が流れている。こ
れらの要素は景観を構成する上で大
きな役割を持つ。本研究では、県内に
ある既存の自然資源を活かし、橋を
含む新しい景観を生み出すことがで
きる展望施設を繋ぎのスポットとして
設計する。

立山連峰と橋を臨む展望施設
富山県の観光地を結ぶ

建築デザインコース
山田啓太
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建築デザインコース
建築構造

市川靖菜

Geibun Prize 2019 受賞

ネパール組積造目地に関する研究
水分量と反応物質の検証

日本建築学会北陸支部研究報告書第61号2018年7月「ネパール組積造住宅
の補強方法に関する研究１.補強目地の圧縮試験結果について」、平成30年度
卒業論文「組積造目地の強度に関する研究-ネパールの住宅を対象として-」参
照

序論　背景

　2015年にネパールでグルカ地震が発生し、多くの死者およ
び建物被害が発生した。特に組積造建築が多いネパール山
間地域での被害が多く、これは経済的理由から専門の人を介
さずに設計、施工されたノンエンジニアド建築が多いためであ
る。その中で、組積造目地が重要な役割を担っていることに注
目した。

第一章　試験概要

　ネパールで施工することを前提として現地の技術でできる
範囲での実験とし、今回の研究では、ネパールでの試験4回、
日本での試験4回実施した。目地の強度を上げるために圧縮
強度向上を目指し、添加物の検討と水分量の検討を行った。

第二章　試験結果と考察

　実施した圧縮試験の結果の中で効果のあった試験体の圧
縮応力度とひずみ度の関係のグラフを二つ抜粋して記す。一
つはネパールにで行った試験において最も強度の出た試験体

（赤土800g,生石灰270g,ピンクソルト10g,水200g）[図1左]、
もう一つは日本で行った試験において強度の出た試験体（赤
土700g,消石灰350g,酸化マグネシウム100g）[図1右]である。

 

 続いて添加物、水分量、比重について考察する。まず添加物
について、強度向上に有効な添加物として挙げられるのはピ
ンクソルトと酸化マグネシウムであった。図2のグラフはピンク
ソルトを加えたときの圧縮強度と添加物の量の関係図である。
この図から見てもわかるようにピンクソルトと加えることで強
度が向上していることがわかる。

　次に水分量が強度向上の一端をになっていることに着目し、
水分量によって強度に変化が起きるのではないかと推測し、
水分量を変化させた試験を一つのグラフにまとめた。図3を見
ると赤土に添加物を加えた試験体に変化が起きている。また、
含水率の低い試験に対しては180g～200gの水分量が適切
であることがわかった。
　最後に比重について示す。ほとんどの試験において決定係
数が0.5を超え、赤土にピンクソルトまたは酸化マグネシウム
を加えた試験では決定係数が0.8を超えており[図4]、評価の
高いグラフとなっている。このことから赤土に添加物を加えた

際には比重と強度の関係があると推測できる。

［主要参考文献］
参考）橋本麻友子/「組積造目地の強度に関する研究-ネパー
ルの住宅を対象として-」/平成30年度卒業論文図-1 「圧縮試験による応力度とひずみ度のグラフ」

図-2 「圧縮試験による添加物と圧縮強度の関係図」

図-3 「水分量による圧縮強度の変化」

図-4 「水分量による圧縮強度の変化」
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面格子材の剛性増大金物に関する研究

研究概要　

　大部分の木造床は構造用合板により剛性を確保している
が、そのために床デザインの多様性はなくなり、自由度が失わ
れている。一般に、木造の接合部は木材の繊維方向の剛性は、
繊維方向の剛性が圧倒的に高く、繊維と直交方向の剛性が
その1/20～1/50と弱くめり込んでしまう。そこで、木材要素の
剛性を最大限活かすために、各相欠きされた繊維方向同士を
直接一体化して接合するために接合金物を考案した。金物は
繊維方向に交差する2本の部材を異相に配置して直接連結
するものである。
　本研究は、現状より広い空間を提供できるような屋根・壁
面・床面の開発を行い、その形式に対応した設計式を誘導す
ることである。

金物開発・試験

　試験方法は、試験体の両端を固定し、中間材の上部に特定
の水平荷重を左右に順に加え、その特定の荷重を加えた際の
変形角等を計測し、少しずつ荷重を増やしていくことを繰り返
すことにより検証した。（図３参照）

　重ね透かし格子の一部について条件を変えて試験を行い、
接合部に繊維方向同士を結合させるために用いた接合金物
の有用性を確認するものである。また、効果を確認するためな
ので各条件の試験体は一つずつとなっている。

各試験目的

試験結果と考察

　要素試験結果から、接合金物を接合部に用いることにより、
無補強時と比べて約3～4倍の剛性が得られることが確認で
きた。また、第2回要素試験から取り入れたプレストレス効果
を付与した接合金物は初期緩みを解消するために有効であ
ることも確認できた。
　また、過去に行われた水平せん断試験（※１）の金物なしの
床で平均床倍率0.7倍という結果から、接合金物を用いたと
仮定すると、床倍率2倍は見込める。これは構造用合板12mm
以上を用いた床と同等なことを意味する。
　

［参考文献］
（※１）本多友常他/既存流通材(紀州材)を利用した簡易な大
屋根・大床工法の開発　成果報告書/２013年 3月

図１) 接合金物 詳細 図２) 部材の重ね合わせ状況

表１) 各試験の目的

表２) 試験結果 数値

表3) 剛性向上状況（金物なしと比較）

図3) 要素試験体 詳細図
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地方都市における公共施設配置手法に関する基礎的研究

研究概要

　地方都市では、人口減少が進み地域の衰退が問題となって
いる。以前より、地域活性化が叫ばれ続けているが、十分な効
果が出ているとは言えない。活性化手法の一つに、観光の充
実による都市内外からの集客がある。しかし、集客コンテンツ
となる歴史資産や文化資産を持たない都市にとっては不利な
状況となっている。
　そこで、公共施設を集客コンテンツとして活用した地域活
性化について研究することにした。特に本研究では、中心市街
地において公共施設を核とした施設配置について調査した。

マスタープランと公共施設等総合管理計画

　この調査より、地方都市が財政を中心に考えた効率重視の
縮小策を取る方針であることがわかった。しかし、地方都市が
衰退する中で、地域活性化策についても縮小策を取ることは
逆効果である。従って、公共施設に対して積極的な投資を行
う拡大策を取ることで、地域活性化を図る必要がある。

地域活性化に有効な公共施設の配置

　地域活性化に貢献することができる公共施設の配置特に
中心市街地における配置について調査を実施した。現状で、
既に地域活性化に貢献している観光施設の配置を調査する
ことで、公共施設への応用を行う。また、本研究における公共
施設を、既往研究(※1)より図3のように定義・分類した。
　結果、太陽系型、分散空洞型、一極集中型の三つの配置型
が得られた。この中で、一番望ましいのは太陽系型だと考えら
れる。これは、集客力が大きい公共施設を中心に周辺を他の
公共施設や民間施設が立地する配置型である。これは、公共
施設と民間施設等の市街地が混在することで、連携が生まれ
地域活性化が図れる。また、核となる公共施設は従来のコン
テンツの特徴である役割対象の普遍性とコンテンツの性質と
立地、自身の唯一性から、文化施設や行政窓口施設、保健医
療施設が挙げられる。

［参考文献］
（※1）「公益施設の移転立地動向・跡地利用の実態と中心市
街地活性化に向けたその整備の方向性―中心市街地活性化
担当部局へのアンケート調査から―」　小林敏樹・水口俊典 

（社）日本都市計画学会　都市計画論文集　No.40-3　
pp.7~pp.12　2005年10月

（※2）同上から作成

図1）公共施設が核となった地域活性化の概念図

図2）公共施設への積極的投資による地域活性化のイメージ 図4）公共施設における太陽系型のイメージ図

図3）(※2)公共施設の分類と施設例
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公共建築の設計者選定方式に関する研究

研究の背景と目的

　公共建築の設計者選定は、設計料の多寡で設計者を決め
る価格競争方式に代わる方式として、プロポーザル方式の拡
大の努力がなされているが、発注者側が設定する高い実績要
件により、若手や個人事務所が参加できないという疑念が各
所で生じている。この高い実績要件により、公共建築設計の
硬直化が起きていると仮定し、発注者と設計者双方の思惑を
明らかにした上で新たな選定方式の提案を行う。

プロポーザル方式の肥大と二極化

　過去20年間の設計者選定方式の件数の推移を集計すると、
プロポーザル方式が増加する一方で、コンペ方式が減少し、建
築規模が大きくなるほど、プロポーザル方式の割合が増える傾
向があることが分かった。
　件数の増加に加え、設計者の提案への期待も大きくなり、コ
ンペを飲み込むようにして定着が広がるプロポーザル方式は、
参加基準として、実績要件が設けられることが多いが、実績の
ない事務所は参加することが難しく、仮に参加できたとしても
実績が得点化されてしまうことが多いため、若手・アトリエ事務

所は大規模建築設計や提案機会への挑戦も阻まれてしまう。
実績要件は大手設計事務所と、若手・アトリエ事務所との二極
化(図1)を生んでおり、若手の育成や健全な競争による優れた
設計者の選定を期待できるものではない。

意識の乖離がもたらす課題

　発注者は実績要件を設けることで、適切な図面や積算能力、
維持管理を安心して任せられる設計者を選ぶためのフィル
ターとしているが、その背景には発注者と設計者が選定プロ
セスに求めるものの相違があると考え、発注者と設計者を対
象にアンケートとヒアリング調査を行い、双方の要求の分析
(図2)を行った。

　図2より、門戸の広い提案機会を求める設計者と、実績要
件を設けることでリスクを減らしたい発注側に意識の乖離が
ある。この点も含め、分析により5つの課題に分類した。
①発注側と提案側の意識の乖離
②高い実績要件による二極化
③プロポーザル方式の肥大
④審査体制
⑤報酬規程の未設定

課題解決に向けた提案

　これらの問題の解決のため、若手が発注側の意図を学ぶ場
を提供する「Ⅰ発注側に若手建築家の登用」、実績によらない
選定方式である「Ⅱアトリエ事務所のアイディアコンペ＋組織
事務所」という2つの提案を行う。
　提案Ⅰでは、若手建築家が要綱作成や審査委員として発注

者と併走して行政内部と関わることで、双方の要求を理解で
きる技術者の増加を図ることで、課題①④の解決を目指す。
　提案Ⅱでは、実績がなくとも優れた提案が可能な設計者もい
ると考え、現存方式とは異なり、アトリエ事務所も参加可能な条
件のもと設計者を選び、選定された事務所は組織事務所のサ
ポートを受けながら設計を進める。実績によらず優れた提案へ
の可能性を広げながらも、発注者側の懸念する適切な図面や積
算能力においては、組織事務所が担保する仕組みとする。提案Ⅱ
により課題②③の解消が図られ、設計初期段階に設計者を絞る
ことで課題⑤十分な報酬の支払いの可能性も広がると考える。

研究の総括

　本研究ではプロポーザル肥大により、公共建築の設計者選
定の硬直化が起きていると仮定し、その要因の分析を行った。
それによると、発注者と設計者の間で認識の相違があり、それ
が高い実績要件をはじめとする設計者選定に係る課題を引き
起こしていると推測し、その解決に向けた提案を行った。若手
が公共建築に関わる機会の増加と、選定方式の多様化により、
設計者選定の流動性を高めることで、実績によらず優秀な設
計者が公平に選定される可能性を広げ、豊かな建築文化の
持続性に寄与することを期待する。

［主要引用文献、参考文献、URL］
参考）http://www.jaaf.or.jp/athlete/

図1　大手事務所と小規模事務所の二極化年

図2　要求分析
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大の努力がなされているが、発注者側が設定する高い実績要
件により、若手や個人事務所が参加できないという疑念が各
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明らかにした上で新たな選定方式の提案を行う。

プロポーザル方式の肥大と二極化

　過去20年間の設計者選定方式の件数の推移を集計すると、
プロポーザル方式が増加する一方で、コンペ方式が減少し、建
築規模が大きくなるほど、プロポーザル方式の割合が増える傾
向があることが分かった。
　件数の増加に加え、設計者の提案への期待も大きくなり、コ
ンペを飲み込むようにして定着が広がるプロポーザル方式は、
参加基準として、実績要件が設けられることが多いが、実績の
ない事務所は参加することが難しく、仮に参加できたとしても
実績が得点化されてしまうことが多いため、若手・アトリエ事務

所は大規模建築設計や提案機会への挑戦も阻まれてしまう。
実績要件は大手設計事務所と、若手・アトリエ事務所との二極
化(図1)を生んでおり、若手の育成や健全な競争による優れた
設計者の選定を期待できるものではない。

意識の乖離がもたらす課題

　発注者は実績要件を設けることで、適切な図面や積算能力、
維持管理を安心して任せられる設計者を選ぶためのフィル
ターとしているが、その背景には発注者と設計者が選定プロ
セスに求めるものの相違があると考え、発注者と設計者を対
象にアンケートとヒアリング調査を行い、双方の要求の分析
(図2)を行った。

　図2より、門戸の広い提案機会を求める設計者と、実績要
件を設けることでリスクを減らしたい発注側に意識の乖離が
ある。この点も含め、分析により5つの課題に分類した。
①発注側と提案側の意識の乖離
②高い実績要件による二極化
③プロポーザル方式の肥大
④審査体制
⑤報酬規程の未設定

課題解決に向けた提案

　これらの問題の解決のため、若手が発注側の意図を学ぶ場
を提供する「Ⅰ発注側に若手建築家の登用」、実績によらない
選定方式である「Ⅱアトリエ事務所のアイディアコンペ＋組織
事務所」という2つの提案を行う。
　提案Ⅰでは、若手建築家が要綱作成や審査委員として発注

者と併走して行政内部と関わることで、双方の要求を理解で
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ことで課題⑤十分な報酬の支払いの可能性も広がると考える。
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